
地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

恵庭市は、札幌市と千歳市を結ぶ都市間輸送を中心としたバス路線が北海道中央バス㈱により２路線運行されている。
 市街地の交通としては、平成２２年１２月より市街地全体を循環する再編バス路線の実証運行を行ない、平成２４年度
よりエコバスの本格運行を開始した。郊外地においては、運行廃止となった国鉄バス路線の代替策として市バスを運行し
ていたが、全ての地域をカバーできないほか利用者数が減少したため、これに代わるものとして平成２２年１２月より乗
合タクシーの実証運行を行い、平成２４年から本格運行を開始した。これに伴い代替市バスを廃止した。
 平成２８年度に恵庭市地域公共交通総合連携計画を策定し、運行課題の解消を目指したエコバス路線・ダイヤ再編を行
ない、平成３０年４月から運行を開始、環境にも配慮した生活交通ネットワークの構築を目指している。
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